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所 見

＜腹部造影ＣＴ＞

１）肝臓：edgeがdullで萎縮し肝硬変の所見です。ご指摘の病変はumbilical portionから
S8までび慢性に広がっています。門脈内にも浸潤し、未分化のHCCを疑います。治療法として
はリザーバー挿入や放射線治療が挙がります。脾臓、膵臓、腎臓など上腹部も正常範囲内で
す。

２）胆嚢：胆石（＋）壁肥厚は軽度

３）腹水及び胸水の貯留は観察されません。

４）消化管に明らかな拡張は観察されず、腫瘤性病変は認められません。
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